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仕入価格が上昇して
も、そのコストや消費
税アップ分をすべて製
品価格に転嫁すること
ができない先も多い

仕入コスト上昇に対
応するため、人件費な
ど、そのほかの部分で
コスト削減を図らなく
てはいけなくなってい
る。円安による輸入原
材料価格上昇の影響も

輸出企業にとっては
相変わらず厳しい状況
となっている。一方
で、原材料を海外から
仕入れ、日本で販売す
る場合には円高状態で
あるほうが望ましい

中国の拠点をアジア
他国へ移す動きや、ラ
オス、カンボジアなど
今まで注目されてこな
かった新興国への進出
も相次いでいる。親企
業が進出すると、下請
企業もついて行かざる
をえないことも
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現状の製品で対応ができるかどう
か、ヒアリングを行う。訪問時には
「現状の製品や設備で、今まで以上の
売上拡大やコストダウンを図ることが
できそうでしょうか」と聞いてみる

既存設備で対応することができるか
どうか確認していく。訪問時には、
「現状の設備で、さらなるコストダウ
ンを図ることができますか」と聞いて
みる

・行庫内で実施している「景気動向調
査（DI）」などのデータを活用し、
経営者へヒアリングを行う。
・工場内を見せてもらい、おおよその
稼働状況を把握し、製造責任者など
に稼働率について聞いてみる。加え
て、従業員の動きや残業時間の増減
を確認する

国内の需要はどのように推移するの
か、それに対してどんな手段を構築し
ているか、あるいは親企業から海外進
出の要請はないかなどについて経営者
へヒアリングを行う。また、ホワイト
ボードに経営者の海外出張の予定が記
入されているかどうかチェックする
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・新製品開発のための開発費用や、新
規設備導入のための融資提案を行う
・新製品開発のための「産・学・官・
金」の連携を提案する。金融機関と
してコーディネーター的役割を果た
すことで、新たな資金ニーズ発掘に
つなげる

・コストダウンを実現するための新規
設備の導入に伴う融資提案を行う
・行庫内の取引先の中から新たな仕入
先を紹介し、仕入資金の融資提案を
行う

・業況が好調な先については、売上増
加に伴う運転資金の融資提案を行
う。一方、業況が低調な先について
は、資金繰り改善のための運転資金
を融資提案する

・海外進出に伴う投資への融資提案を
行う
・本部の専担者や外部専門機関と連携
し、海外進出に伴う投資環境調査、
進出スキームの情報提供などのコン
サルティングを行う
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訪問の準備・計画に関する「悩み」はこう解決する
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